
住　　居

2 Lp- 7 住 宅 の 性 能 表 示 に 関 す る 研 究

○田中辰明ご 小林靖諺≒嶺お茶大､※※三菱総研）
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目的：我が国の住宅市場は先進工業国の中にあって特殊な状態にある。すなわち建物と土地

が分離評価されてきた。また土地重視の評価が行われ、上屋である住宅は築後何年であるか

ら価値ば0" という事も言われてきた。住宅の長寿命化は地球環境の点からも必要である。
さて住宅を長く使用し、中古の流通も行えるようにするには性能表示を確立する事が必要

である。建築以外の工業分野では、製品の生産を計画する場合、まずその製品の目標とする

機能、性能、品質などを定めて製造の計画、製品の設計に入るのが通常である。しかし建築

の場合どのような材料を使用していくかとい う材料の仕様はあるが、竣工した建築の機能・

性能については明らかにされていなかった。政府も「建築基準の性能規定化」、「住宅の性能

表示制度」、「住宅性能保証制度」というものと取り組み始めた。これらは三位一体で、相互
に連携しながら運用される事になろう。

方法：住宅性能を規定している外国の例を調査した。外国では例えばドイツの場合VOB

（Verdingungordnimg filer Bauleistungen）という建築性能に関する法規がある 。その他英国や
フランスの例を調査した。その他我が国ではふさわしい住宅性能表示制度を制定するために

アンケート調査を行った。

結果：性能表示を示すのも国際的な規制緩和の動向の一つである。これには検証（コミッシ
ョニング） という事もからんでくる。設計段階でのコミッショニング、住宅が使用されてか

らのコミッショニングなどがある。我が国には住宅や建築の生産に関し、伝統的な方法があ

り、外国の考え方を制度だけ導入するには困難な点も存在する。
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目　的　近年では居住形態が多様化し，超高層住宅や３階建てのプレハブ住宅，木造住
宅など，新しい住まいのかたちが多くなっている。従来から，強風や道路交通，工事など
によって住宅内の居住者が揺れを感じたり，その揺れによって不快感を生じたりすること
があったが，近年増えてきた上記のような新しい居住形態において，その問題は一層顕著
化している。今後の住宅設計では，居住者が求める性能を明らかに説明することが求めら
れる。そのためにも，どの程度の揺れが生じた場合に居住者がどのような状況になるのか，
様々な局面における状況説明が重要になる。そこで本研究では，揺れを受ける被験者の感
覚について，その揺れの大きさとの対応を明らかにすることを目的として実験を行った。

方　法　揺れの大きさと感覚との対応を正確に知るため，官能検査や心理学的手法など
を用いた被験者実験を行った。被験者は49 種類の揺れを感じながら，揺れを感じるか否
か，揺れの大きさ，不快感や不安，限界値はどの程度かに関するアンケートに回答する。

結　 果　 居住性能を確保する上で評価対象となる加速度が比較的小さい範囲の揺れで
は，揺れの知覚，大きさ，不快感，不安感の評価は異なる傾向を示し，それぞれの感覚の
特徴が際だっている。居住形態によって生じる可能性がある揺れの範囲，大きさは異なる
ため，それぞれの感覚の特性を知る必要がある。例えば，超高層住宅などにおける風揺れ
の範囲では，比較的加速度が大きい揺れでも感じない人が多い一方，3 階建てのプレハブ
住宅などにおける交通振動の範囲では，加速度が非常に小さい揺れでもほとんどの人が感
じる。この場合，揺れの加速度をある程度におさえれば，揺れを感じても不快感を小さく
することができるため，このような対処が効果的になる。今後は，本実験の結果で定量的
に評価した感覚を, SD 法などにより居住者の言葉に近づけて表現することを目指したい。
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